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�
（
提
案
理
由
）　

本
補
正
予
算
案

は
、歳
入
歳
出
予
算
、繰
越
明
許

費
及
び
地
方
債
の
補
正
で
あ
り
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
四
〇
七
五
万

三
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
四

二
億
六
三
七
万
四
千
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
施
行
準
備
費
に
お
け
る
負
担

金
は
、
広
域
連
合
の
各
市
町
村

で
同
じ
額
と
な
る
の
か
。

□
当
局　

負
担
金
に
つ
い
て
は
、

準
備
委
員
会
及
び
広
域
連
合
設

立
後
の
事
務
的
経
費
等
の
総
負

担
額
を
均
等
割
、人
口
割
、後
期

高
齢
者
人
口
割
と
い
う
三
つ
の

区
分
に
よ
り
各
市
町
村
ご
と
に

案
分
し
て
積
算
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
市
町
村
の
負
担
額
は

違
っ
て
く
る
。

■
委
員　

三
ケ
尾
学
童
保
育
所

を
増
築
す
る
こ
と
で
、
定
員
は

何
名
程
度
と
な
る
の
か
。ま
た
、

来
年
度
に
は
、
児
童
数
の
大
幅

な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
現

在
の
児
童
数
と
来
年
度
の
入
所

児
童
数
の
見
込
み
は
。

□
当
局　

三
ケ
尾
学
童
保
育
所

議
案
第
十
九
号

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

の
定
員
は
、現
在
、十
名
で
あ
る

が
、
増
築
後
に
は
四
十
名
と
な

る
。ま
た
、入
所
児
童
数
は
、本

年
十
二
月
一
日
現
在
で
二
十
三

名
お
り
、
来
年
度
に
は
三
十
三

名
の
入
所
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
委
員　

防
火
水
槽
解
体
撤
去

工
事
の
場
所
は
。

□
当
局　

防
火
水
槽
解
体
撤
去

工
事
は
、
目
吹
地
区
に
あ
る
防

火
水
槽
一
基
で
あ
る
。

■
委
員　

平
成
十
九
年
四
月
に

は
、
北
部
小
学
校
の
普
通
教
室

等
の
整
備
に
よ
り
二
学
級
が
増

設
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、 

今
年
度
の
生
徒
数
と
来
年
度
の

生
徒
数
の
見
込
み
は
。ま
た
、図

工
室
を
二
つ
の
普
通
教
室
に
改

築
す
る
こ
と
で
、今
後
、図
工
室

は
使
用
で
き
な
く
な
る
の
か
。

□
当
局　

生
徒
数
に
つ
い
て
は
、

本
年
五
月
一
日
現
在
で
六
学
級 

一
五
八
人
で
あ
っ
た
が
、
十
二
月

十
四
日
に
は
七
学
級
一
七
四
人
と

ふ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

当
初
に
は
九
学
級
で
二
一
五
人
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。ま
た
、図

工
室
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
学
校

と
協
議
し
た
結
果
、
図
工
室
の
隣

に
あ
る
理
科
室
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
理
科
室
を
図
工
室

と
兼
用
し
て
い
き
た
い
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

児童数増で北部小の普通教室等を整備総　　務

市民会館をキャリアデザインの拠点に 環境経済

�
（
提
案
理
由
）　

市
民
会
館
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
生

涯
学
習
機
能
を
持
た
せ
、
郷
土

博
物
館
と
一
体
管
理
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
会
館
が
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
拠
点
と
し
て
、

市
民
相
互
の
交
流
と
伝
統
文
化

等
の
学
習
の
場
を
創
出
で
き
る

よ
う
、
市
民
会
館
条
例
の
全
部

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
市
民
会
館
の
付

加
価
値
が
高
ま
る
と
思
う
が
、 

ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

□
当
局　

市
民
会
館
に
つ
い
て

は
、利
用
者
が
固
定
化
し
、あ
ま

り
多
く
の
方
か
ら
の
利
用
が
な

い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
貸
し
館

的
機
能
に
加
え
生
涯
学
習
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
第
五
条
で
新
た
に
事
業

を
規
定
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

博
物
館
と
一
体
と
な
っ
た
市

民
参
加
型
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
市
民
会
館
を 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
拠
点

に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

■
委
員　

利
用
者
が
減
少
し

た
の
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
会

議
案
第
三
号

市
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

館
に
重
き
を
置
か
ず
、
施
設
の

修
繕
も
し
な
い
で
放
置
し
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

□
当
局　

市
民
会
館
に
つ
い
て

は
、
平
成
八
年
に
市
民
会
館
有 

効
利
用
検
討
懇
談
会
で
、
和
風 

建
築
を
生
か
し
た
活
用
は
で
き

な
い
の
か
と
い
う
提
言
を
い
た

だ
き
、
内
部
で
検
討
を
進
め
て

き
た
が
、
こ
れ
と
い
う
も
の
が

な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
よ
る
、
博
物
館

と
の
一
体
的
な
活
用
を
契
機
に
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
拠
点
と

な
る
よ
う
年
次
計
画
で
整
備
し

て
い
き
た
い
。ま
た
、必
要
最
低

限
の
施
設
修
繕
は
随
時
行
っ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
利

用
者
数
が
減
少
し
た
と
は
考
え

て
い
な
い
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決市民会館（国の登録有形文化財指定の茶室）
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市内3保育所に指定管理者を指定 文教福祉

�
（
提
案
理
由
）　

あ
た
ご
保
育
所

及
び
南
部
保
育
所
の
指
定
管
理

者
と
し
て
株
式
会
社
コ
ビ
ー
ア

ン
ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
を
、
尾
崎

保
育
所
の
指
定
管
理
者
と
し
て

株
式
会
社
日
本
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

あ
た
ご
及
び
南
部
保

育
所
の
指
定
管
理
者
に
、
引
き

続
き
株
式
会
社
コ
ビ
ー
ア
ン
ド

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
を
指
定
し
た
理

由
は
。ま
た
、尾
崎
保
育
所
の
指

定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
り
、 

新
た
に
加
え
た
評
価
項
目
は
あ

る
の
か
。

□
答
弁　

保
育
所
の
移
管
に
は
、

引
き
継
ぎ
が
重
要
で
あ
る
と

の
裁
判
所
の
判
決
が
下
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
者

か
ら
指
定
管
理
者
へ
の
引
き

継
ぎ
に
な
る
と
、
よ
り
慎
重

に
扱
う
必
要
が
あ
り
、
今
回

は
随
意
指
定
と
し
た
。ま
た
、

尾
崎
保
育
所
の
選
定
に
当
た

り
新
た
に
加
え
た
評
価
項
目

は
な
い
が
、
評
価
項
目
の
う

ち
防
犯
対
策
へ
の
基
準
項
目

の
割
合
を
ふ
や
し
て
い
る
。 

議
案
第
十
二
号
及
び

第
十
三
号
並
び
に
第
十
四
号

あ
た
ご
保
育
所
・
南
部
保
育

所
・
尾
崎
保
育
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定

■
委
員　

株
式
会
社
日
本
保
育

サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の
よ
う
な
会

社
な
の
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
な

保
育
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
の

か
。

□
当
局　

株
式
会
社
日
本
保
育

サ
ー
ビ
ス
は
、
保
育
関
連
事
業

全
般
を
行
う
会
社
で
、
保
育
所

の
運
営
、
保
育
ス
タ
ッ
フ
の
派

遣
、
保
育
用
品
の
企
画
販
売
及

び
給
食
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、保
育
事
業
に
つ
い
て

も
、指
定
管
理
者
が
二
カ
所
、直

営
が
四
カ
所
の
計
六
カ
所
の
認

可
保
育
所
を
運
営
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
東
京
都
認
証
保
育
所

が
十
八
カ
所
、
そ
の
他
の
施
設

で
四
カ
所
の
ほ
か
、
学
童
ク
ラ

ブ
を
九
カ
所
、
児
童
館
を
五
カ

所
受
託
し
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

�（
提
案
理
由
）　

市
内
に
残
さ
れ

た
貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息

地
又
は
生
育
地
と
し
て
の
樹
林

地
を
保
全
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

こ
の
条
例
は
、
市
内

全
域
を
対
象
に
し
て
い
る
と
思

う
が
、
貴
重
な
野
生
動
植
物
の

保
護
と
な
る
と
地
域
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
。そ
こ
で
、市
内
に
は

対
象
地
域
が
ど
の
程
度
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

□
当
局　

対
象
地
域
と
し
て
は
、

市
内
全
域
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

調
査
の
結
果
、江
川
地
区
に
は
、

県
内
で
も
大
変
貴
重
な
野
生
動

植
物
が
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、 

自
然
環
境
保
護
対
策
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
江
川
地
区
の
樹
林

地
の
保
全
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、今
の
と
こ
ろ
ほ

か
の
地
区
へ
の
指
定
は
考
え
て

い
な
い
。

■
委
員　

江
川
地
区
に
は
、
貴

重
な
野
生
動
植
物
が
ど
の
く
ら

い
生
息
し
て
い
る
の
か
。

□
当
局　

基
本
計
画
作
成
時
点

で
の
調
査
で
は
、
国
及
び
県
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
、
絶
滅

議
案
第
五
号

貴
重
な
野
生
動
植
物
の
保
護

の
た
め
の
樹
林
地
の
保
全
に

関
す
る
条
例
の
制
定

の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
指
定
さ
れ
た
種
類
で
、 

哺
乳
類
が
二
種
、
鳥
類
が
三
十

七
種
、
両
生
類
及
び
は
虫
類
が

十
二
種
、魚
類
が
四
種
、底
生
動

物
が
六
種
、昆
虫
類
が
十
七
種
、

ク
モ
類
一
種
が
生
息
し
て
い
る

と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。

■
委
員　

保
全
樹
林
地
区
の
指

定
に
は
、
関
係
者
等
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
多
く
の
住
民
か

ら
反
対
が
あ
っ
た
場
合
に
は
指

定
し
な
い
こ
と
も
あ
る
の
か
。 

□
当
局　

保
全
樹
林
地
区
の
指

定
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
等
に

説
明
し
、意
見
を
伺
い
、そ
の
意

見
を
確
認
し
な
が
ら
総
合
的
に

判
断
し
て
、
条
例
の
適
用
を
考

え
て
い
き
た
い
。

■
委
員　

保
全
樹
林
地
の
管
理

に
要
す
る
費
用
の
一
部
と
し
て
、

予
算
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
助
成
金
を
平
米
十

五
円
と
算
出
し
た
根
拠
は
。

□
当
局　

通
常
、
草
刈
り
機
で

下
草
を
刈
る
と
平
米
五
円
程
度

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、 

年
三
回
程
度
の
実
施
で
平
米
十

五
円
と
考
え
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決

樹林地を貴重な野生動植物のために保全建　　設

尾崎保育所
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